
決められた研修室で活動します。

活動の流れ

利用者または団体で準備する用具・材料

購入する物（消費税込）

・他のプログラムと組み合わせ、プログラムの組み立てによっては１日かけての活動にすることも可能です。

　（例）登山・ハイキング・周辺散策等で木の葉を拾い、その後バッグ製作。

・床や机などを傷つけたり、汚さないように配慮してください。

・アクリル絵の具は乾く前にふき取ってください。服などに付いた場合は、すぐに洗ってください。

・活動終了後は、使った場所の清掃を行い、職員の点検を受けてください。

・貸出用具は教材室前に返却し、ごみ袋は事務室へ持ってきてください。

　※団体の方が持ってこられたものから出たごみについては、お持ち帰りください。

備  考

安全対策・環境への留意点

⑤ふりかえり できあがった作品を眺めながら活動をふりかえります。

⑥用具の片づけ 活動場所の清掃、ごみの処理、貸出用具の返却をします。

②用具の受け取り・活動場所の準備 貸出用具と購入物品を受け取り、活動場所の準備をします。

③事前説明 活動前に職員が指導をします。創作中は自主活動となります。

④活動

①職員との事前打合せ 研修場所、用具、実施上の留意事項等を確認し、作り方の説明を受けます。

交流の家で貸し出しができる用具・材料

所要時間 １～２時間 実施場所 研修室

主な対象 幼児～

指導について 活動前に職員が作り方の説明をします。創作時は自主活動となります。

無地の巾着袋に、アクリル絵の具を付けた葉っぱのスタンプを押して、オリジナルのバッグを作ります。

活動の概略

スタンプバッグ巾着袋　250円

筆、パレット、水入れ、バレン、アクリル絵の具、新聞紙、ぞうきん、ごみ袋

葉っぱ

令和4年2月15日作成

木の葉のスタンプバッグ

　交流の家周辺で採取した葉っぱを用いてオリジナルバッグを作ります。どれも同

じような形に見える葉ですが、とがった葉っぱ、まあるい葉っぱ、ギザギザ葉っ

ぱ、黄色い葉っぱ、赤い葉っぱ等さまざまな色・形の葉があります。好きな葉を

拾って、オリジナルバッグを作りましょう。

実施可能人数 40名まで 活動季節・条件 葉がある時期（4月～11月が適しています）


